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Case　End沁g　Bahasa　Arab　yang　tersirat　dalam
　　　　　　　　Perkataan　Indonesia
Shigeru］M◎r重mura
　Classlcal　Arabic　raengenal　case　e繭ng，　yai雛／u1，1a1，　da臓／i／．　Menurut　hemat　saya，　dl
a凱ara　perkataan　Indones呈a　yang　asalnya　daぎl　bahasa　Araもada　ya隷g　dl　dala王n鍛ya　tersirat　case
e籍din琶tersebut．　Alasannya　aδaiah　sebagai　ber量k壌．
　　1．Perka亀aa難i加，　kala慧d呈eja　dengan　huruf　Jaw圭，　sama　de職ga鷺asainya　yang　ada　dalam
　　　Classical　Arabic．
　　2．Perkataan　ltu　artinya　sama　dengan　asalnya　ya隷g　ada　dala田αassical　Arabic．
　　3．Pada　perkataan　lt経tampak　jelas　c至ri　khas　bunyl　asalaya　dala憩Classlcal　Arabic　ya難g
　　　d至adakan勲ada　wak雛diucapkan．
　Dialek　bahasa　Arab　kiranya　t呈dak鵜engenal　case　ending　tersebut．　Kalau　de｝nikian，　maka
boleh　dikatakan，　bahwa　perkataan　l籍d◎nesia　ya無9δi　dalamnya　terslrat　case　en面g　tersebu毛
berasal　dar量αass圭cal　Arabic，　bukan　dari　dlalek　bahasa　Arab．
は　じ　め　に
　インドネシァ語には非常に多くのアラビア語起源の欝葉が見られる。書き言葉からのものもあ
れば、語し雷葉からのものもあろう。インドネシア語に見られるこのアラビア語起源の書葉の中
には、古典アラビア語（正則アラビア語）の格母音（Case　Ending）の名残がとどめられている
ものがあるように思う。一般に外国の言葉をとり入れる場合、当然、自国語のスブストラトム
（Substratum）が作用するが、本稿で扱うアラビア語起源の言葉に古典アラビア語の格母音の名
残がとどめられていると考える理由は、ジャウィ文字（アラビア文字）によるそれらの言葉の表
記が、またそれらの言葉の意味が吉典アラビア語のものと一致するのみならず、もともと吉典ア
ラどア語が発音される際の音形の特徴がそれらの言葉にあまりにも明瞭に表れているからであ
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る。
　本稿の属的は、インドネシア語に見られるアラビア語起源の言蘂の中に吉典アラビア語の格母
音の名残が如｛可にとどめられているか例証することにある。
亙
　アラビア語は畜典アラビア語（正躍アラビア語）と口語のアラビア語方言とに分けられるが、
古典アラビア語には格を表す格母音（Case　Ending）として／u1，／a／，fi！がある。／u／は主格、1a／
は対格、1i1は属格を表す。格母音はアラビア文字では表記されない。
　　甲ピ　　　kitabun　　　〈ある一冊の本は〉　　蛍格
　　　Yl：S’　　1｛itgban　　　〈ある～冊の本を〉　　対格
　　vUS’　　kitlibin　　　〈ある一冊の本の〉　　属格
vヒ働
ワヒ知
w1：SCIl
ali〈itaもu
a茎k量t温ba
a孟k童tabi
〈その本は〉
〈その本を〉
くその本の〉
空格
驕
属格
　また、格変化において対格と属格が岡じ格母音1a1をとるものがある。
　　の狐　　Inad韻su　　〈いくつかの学校は〉　薫格
　　の隔　　madarisa　　〈いくつかの学校を〉　対格
　　v・」ik　　madarisa　　〈いくつかの学校の〉　属格
　但し、この対格と属格が岡じ格変化をするものは、定冠調とか人称代名詞の接罵辞とかがつい
たときや、あとに属格の名詞がきたときは、別々の格変化をし、対格簿音は／a1、属格母音は
1i／である。
　　v・｛」la£I　　almadarisu　　〈それらの学校は〉　　主格
　　副麟　　　almadarisa　〈それらの学校を〉　　対格
　　crJIAI　　　almadErisl　　〈それらの学校の〉　　属格
　さて、インドネシア語においてアラビア語起源の零葉の中には上述の格を表す格母音（Case
Ending）の名残が見られるのである。格母音の名残がとどめられていると考える理由は、ジャ
ウィ文字（アラビア文字）によるそれらの君葉の表記が、またそれらの言葉の意昧が古典アラビ
ア語のものと一致するのみならず、もともと古典アラビア語が実際、発音される際の音形の特徴
がそれらの言葉に極めて明瞭に表れているからである。主格母音！u／は1u1の音で、対格母音1a／
は／a／の音で、属格母音11／は1i1の音でその名残がとどめられている。それらの言葉のジャウィ
文字による表記では、吉典アラビア語のものの字体がそのまま用いられるために、格母音の名残
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はジャウィ文字の上では表れてこない。しかし、m一マ字による表記では、格母音の名残は文字
の上に表れてくる。即ち、1u1の音はu、／a1の音はa、〃の音は1で表れる。
　まず、古典アラビア語の文章起源の言葉における格母音の名残の例を見よう。
　（a）wallahualam／wallahualam／＜そして神は最もよく知り給う。＞
　wallahu　！wallahu！の最後の／u1の音が主格母音1u／の名残である。wallahualamは次の古典
アラビア語に起源をたどることができる。
　　評1砺　wallahu’a‘1amu〈そして神は最もよく知り給う。〉
　，wa〈そして〉は接続詞であり・ふ；allahu〈神は〉は主格で主語の働きをしている。許1
’a‘ lamuは陛‘alim〈知っている〉の比較級、最上級の形である。ふall曲〈神〉はもともと
謡副’漁h〈神〉の前に定冠詞の頴a｝がついて出来あがった語である。従って、このall蝕と
いう語のはじめのハムザ〈Hamza）はハムザトゥル・ワスル（Hamzatulwasl）といわれ、　allgh
の前に語がきた場合、これらが続けて発音される際、このハムザは発音が省略される。またこの
とき、ハムザの次の母音1a1も岡時に発音が省略される。つまり、aliahの前に語がきた場合、
これらが続けて発音される際、allahのはじめのハムザと母音1aノは発音が省略される。いま
allahという語の前にwa〈そして〉という語があるから、これらが続けて発音されると、waの
／a／の音はaliahの／1／の音に続けられる。wallahuの最後のuの音は、主格を表す霊格母音
1u／の発音であり、その名残がインドネシア語の中にとどめられている。
　尚、wallahualamのあとにbissawabがついた言葉、即ちwallahualam　bissawab！wallahualam
bissawab1〈そして神は真実を最もよく知り給う〉という雷葉がインドネシア語にある。これは
次の古典アラどア語に起源をたどることができる。
　　　∀舅、唐藏し　wallahu別a揃u　b呈§§awabl＜そして神は真実を最もよく知り給う。＞
　bissawabi〈真実に関して〉は、蘭置詞甲biと・r・lpa　sawab〈真実〉に定冠調のJi　alがつ
いた甲舅lal－sawabが続けて発音されたものである。alとsawabが続けて発音されると、alの
〃の音は§awabの最初の音である／g／の音に同化される。つまりaE§awEbと発音される。吉
典アラビア語において、太陽文字嘩u頑塾a鵜s了ya）、即ちTif、］盛a’、　Dal、逃嚢1、　Ra’、
Zay、　STn、　ShTn、　S記、　Dsd、　Tぎ、　Za’、　Lam、　NUnの14文字のいずれかではじまる語に定冠
詞のalがつくと、これらが続けて発音される際、　alのβ／の音は次にくる太陽文宇の音に岡化
される。いまEaw2bはSadという太陽文字ではじまるので、前にあるalと続けて発音される
と、alの／1／の音は＄adの音の／§／に同化されるのである。a睾§aw蚕biのiの音は属格母音1i1
の発音である。前に蘭置詞blがあるためで、畜典アラビア語において前置詞のあとの語は属格
でなければならないからである。尚、定冠詞alのはじめのハムザはハムザトゥル・ワスルであ
って、alは前にくる語と続けて発音されると、alのはじめのハムザと母音　！a／は発音が省略さ
れる。いまal－§awabの前にbiという語があるから、これらが続けて発音される際、　alのはじ
めのハムザと母音／a1は発音が雀略される。al・sawabにおけるalの〃の音は、§awabの！§／
一 97一
「インドネシア語に見られるアラどア語格母音の名残」（森村）
の音に岡化されるから、bi以下の金体が続けて発音されるとb繍aw註b三と発音される。着典ア
ラビア語が実際発音される際の同化（Assimllatlon）の音形の特徴が、いまインドネシア語
wallakualam　blssawab｛こおけるbissawab／b三ssawab1に表れているのである。
　（b＞la　ilaha　illa’llah（u）／la　ilaha　illallah（u）／〈アラーの神以外に神は存在しない。＞
　ilaha！llaha1の最後の／a／の音が対格母音1a／の名残である。またllla’llah縫1illallah縫／の最
後の／u！の音は、主格母音／t，fの名残である。
　このla　ilaha　llla’llah（u）は次の霞典アラビァ語に起源をたどることができる。
　　ふiり同胃　ld’ilaha’illallahu〈アラーの神以外に神は存在しない。〉
　’＞ll斜ま名詞を打ち消す否定語であって、次にくる名詞4ド三lah〈神〉を打ち消している。
laのあとには対格の名詞がくるのであり、従って’ilahaの最後のaの音は対格母音／a！の発音
である。その名残がインドネシア語にとどめられている。’iilgllahuは、〈～を除いて〉という意
味の馴’illaという語とふa1｝ahという語が続けて発音されたもので、〈アラーの神を除い
て〉を意味する。前述の通り、ailahという語は前にくる語と続けて発音されると、al1油のはじ
めのハムザと母音1a1は発音が省略されるから、いま’illaとall蚕hが続けて発音されると、’llla
の1a／の音はa｝lahの／1／の音に続けられる。’illallahuの最後のuの音は、主格であるallahの
主格母音／u1の発音であり、その名残がインドネシア語にとどめられているのである。
　（c）sallalah疑alalhi　wa　salam！sallalahu　alaihi　wa　salam／
　　　　　　　　　　　　　　〈神よ、彼（マホメット）に恵みを与え、救い給え。〉
　これは、マホメットの名のあとに使用される賛辞であって、略してs．a．　w．と書かれるe
sallalahu　fsailalahu1の最後の何の音が、孟格母音／u1の名残である。
　このsallalahu　alaihi　wa　sala搬は次の吉典アラビア語に起源をたどることができる。
　　画癖ふ1画S・llallah・　‘・1・三h圭wa　sall・m・
　　　　　　　　　　　　　　〈神よ、彼（マホメット）に恵みを与え、救い給え。〉
　歯§allaは動詞完了形で、主語がIlill人称・男性・単数のときの形である。あとに繭置詞幽
‘alaをとってよ掛ψ§alla　‘al註でく祝福を与える〉という意味を表す。§allSとallahが続けて発
音されると、a脆hのはじめのハムザと母音／a／は発音が省略されるので、争allaの／訂の音は
allahの／1／の音に続けられる。§allaの主語はallahであるから、§allallahuのuの音は主格であ
るallahの主格母音／u／の発音である。その名残がインドネシア語にとどめられているのであ
る。癖‘alaihi〈彼（マホメット）に〉は、前置調許‘al糾こ三人称・努性・単数の人称代名詞
の接尾S￥　・－huがついた形である。‘alaはアリフ・マクスーラ（’alif　Maqsara）でおわるから、
huがつくと癖‘alaihiとなる。前述の通り、，wa〈そして〉は接続詞である。彬sallamaは
動詞完了形で、空語が三人称・舅性・単数のときの形であって、〈救う〉という意味を表し、そ
の空語は前方にあるふallahである。この文全体は祈願文であって、〈神は、彼（マホメット）
に祝福を与えることを、また彼を救うことを祈る〉という意味を表している。
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　次に、古典アラビア語の句起源の言葉における格母音の名残の例を見よう。
　（a）1illahi！lillabi1〈神に対して〉
　／lillahi／における最後の1i／の音が属格母音1i1の名残である。
　このlillahiは古典アラビア語のふlilllihi〈神に対して〉に起源をたどることができる。古典
アラビア語のlillahiは前置詞Jli〈に対して〉とふ］allahが続けて発音されたものである。
吉典アラビア語において前置詞のあとの名詞は属格でなければならないから、liとailfihが続け
て発音されるとlillahiとなる。つまりlillahiの最後のiの音は属格母音1i1の発音であり、そ
の名残がインドネシア語にとどめられているのである。
　（b）　blllahi／billahi／＜神かけて、きっと＞
　1billahi1の最後の1i！の音が属格母音1i！の名残である。
　このbillahiは霧典アラビァ語の麺billahl〈神かけて、きっと〉に起源をたどることができ
る。賓典アラビァ語のbillahiは前置詞9bi〈によって〉とふallahが続けて発音されたもの
である。a｝lahは菌置詞のあとにあって属格であるから、biとallahが続けて発音されると、
billahiとなる。っまりbi滋hiの最後の呈の音は属格母音／1／の発音であり、インドネシア語の
中にその名残がとどめられているのである。
　（c）wallahi／wallahi！〈神かけて〉
　／waliahi1の最後の1i／の音が属格母音／i／の名残である。
　このwallahiは吉典アラビア語の砺walltihi〈神かけて〉に起源をたどることができる。古
典アラビア語のwall蚕hiは）waとふaliahが続けて発音されたものである。waは誓いにおい
て使用されるParticle、あるいは前置詞といわれ、このwaのあとにくる名詞は属格でなければ
ならないから、waとal1翫が続けて発音されると、waliahiとなる。つまりwallahiの叢後のi
の音は属格母音β／の発音であり、その名残がインドネシア語にとどめられているのである。
　（d）　bism週ah（1）1bismillah（童）1＜神に誓って＞
　1bismillah（1）！における1bismi－1の最後の！i！の音が属格母音！i1の名残である。
　このbismillah（i）は畜典アラビア語のふ1酬　bismilltihi〈神に誓って〉に起源をたどること
ができる。斎典アラビァ語のbismillihlは前置詞哩bi〈によって〉とerl　ism〈名前〉とふl
allahが続けて発音されたものである。lsmは前置詞b三のあとにあるから属格であり、allahも
属格で前のismを修飾する。ismのはじめの「ハムザトゥル・ワスル」とアリフ（’alif）が省か
れ、biとismはbismiと発音される。a脆hという語は、育莚にくる語と続けて発音されると、
all蝕のはじめのハムザと母音／a1は発音が省略されるから、いまismとallahが続けて発音さ
れると、ismの属格母音〃ははallahの〃の音に続けられる。従って、　b量以下の全体が続け
て発音されると、blsmi糖hiとなる。bismi一における鍛後の1の音はismの属格母音1i！の発音
であり、そめ名残がインドネシア語にとどめられているのである。尚、インドネシア語に
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blsmillahの最後に1がついたbismlliahiも兇られるが、その最後の／i／の音はやはり属格母音
1i1の名残である。即ち、allahの属格母音1i1の名残がKンドネシア語にとどめられているので
ある。
　このように、インドネシア語における畜典アラビア語起源の言葉の中に古典アラビア語の主
格、対格、属格を表す格母音の名残がとどめられている。
亙亙
　憲興アラビア語における格を表す格母音の名残は、古典アラビア語の複合語起源の言葉の中に
も見られる。
　毒典アラビア語の複合語起源の言葉の中にも格母音の名残がとどめられていると考えられる理
由は、ジャウK文字によるそれらの言葉の表記が、またそれらの言葉の意味が古典アラビア語の
ものと一致するのみならず、それらの露葉の音形にもともと古典アラビア語の複合語金体が実
際、発音される際の音形の特徴が極めて明瞭に表れているからである。それら撫典アラビア語複
合語起源の言葉は、ローマ字による表記では、通常、ひと綴りで表記きれる。傍えばah｝ulbait
／ahlulbait／〈家族の人々〉は、ジャウィ文字による表記では齋典アラビァ語における字体がそ
のまま使用されるが、w一マ字による表記ではひと綴りで褒記されるのである。ahlulbaitは次
の古典アラビア語の複合語に語源をたどることができる。
　　副いIahla】ba三ti〈家族の人々〉
　これは診lahl〈メンバー；人々〉と翰bait〈家〉に定冠調のJl　alがついたeNI　al－bait
によって構成される複合語である。al・baitは属格で、前のahlを修餓する。従って、この複合
語は〈家のメンバー〉と直訳することができ、〈家族の人々〉という意味を表す属格複舎語
（Genitive　ComPOURd＞である。
　古典アラビア語において、〔名詞÷al・名詞（属格）〕によって構成される属格複合語が主格の
とき、当然、はじめの名詞の格母音は主格母音の1u1である。また、属格複合語が一般的にと
りあげられて全体が発音される際も、はじめの名詞の格母音は主格母音の1u／で発音される。
上述の古典アラビア語の属格複合語の場念、はじめの名詞ahlのあとのuの音は主格響音／u／
の発音である。その名残がインドネシア語のahlulbaltの中にとどめられているのであり、それ
は／ahlulbait！の申の1u！の音である。
　憲典アラビア語において、定冠詞alは蘭の語と続けて発音されると、alのはじめのハムザと
母音1a1は発音が省略されるから、上述の複合語全体が発音される場舎、　ahlの主格母音！u／は
alの／1／の音に続けられる。ahiulbaitiの最後の1の音は、　al－baitの属格母音〃の発音である。
　尚、古典アラビア語において、属格複合語が一般的にとりあげられて全体が発音される際に、
最後にくる名詞（属格）の語末母音である属格母音！i1は発音が省略されることがある。上述の
複合語において、al・baitの属格母音〃は発音が省略されて、複合語全体がahlulbaitと発音さ
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れることがある。
　更にいくつかの例を見よう。kaiimatullah／kalimatullalt／〈神の言葉〉は次の粛典アラビァ語
の複合語に語源をたどることができる。
　測冨・kali｝natull護hl〈神の言葉〉
　これは鋸kalima〈譲葉〉とふl　allahとから成る属格複合語である。all翻は属格で、前の
語のkal三maを修飾し、この複合語は〈神の需葉〉という意味を表す。as’のL、即ちター・マ
ルブータ（Ta’　Marbgta）は、あとに属格の語がくると、語と語が続けて発音される際、必ず発
音され、そのター一・マルブータの音は／t／の音である。いまa｝lahという属格の語がkallmaと
いう語のあとにきているから、これらが続けて発音されると、kaiimaにおけるター・マルブー
タは必ず発音される。畜典アラビア語において、属格複合語が主格のとき、それを構成するはじ
めの語の格母音は主格母音の／u／であり、また、属格複合語が一般的にとりあげられて全体が
発音される際も、はじめの語の格母音は主格母音の1u！で発音されるから、上述の複合語にお
けるはじめの語kalimatのあとの9の音は、密格母音／u／の発音である。その名残がKンドネ
シア語kalimatullahの中にとどめられているのであり、それは／kalimatullah／の／u／の音であ
る。allahという語は蘭にくる語と続けて発音されると、はじめのハムザと母音／a／は発音が省
略されるので、上述の複合語の場合、kalimaとallahが続けて発音されると、kalimaの空格母
音／u／はallahの／11の音に続けられる。kalimatullahiの最後のiの音は、all蝕の属格母音／11
の発音である。尚、属格複合語が一般的にとりあげられて全体が発音される際、最後にくる語の
語末母音は発音が雀略されることがあるから、上述の複合語が一般的にとりあげられて全体が発
音される際、allahの属格母音のβ！は発音が省略されることがある。
　darussalam　fdarussalam／〈平和な地、極楽〉は次の滋典アラビア語の複合語に語源をたどる
ことができる。
　　醒り・da・ussalami〈極楽〉
　これはメbdar〈地〉とぐ弘salam〈平和〉に定冠詞のJI　alがついたぐ＞Lll　al－salamとから
成る属格複合語である。salamは卍salima〈平和である〉という動詞から派生する動名調の中
のひとつである。この複合語において、al・sa｝amは属格で、前の名詞darを修飾する。従って、
この複合語はく平翻な地〉と議訳することができ、〈極楽、天国〉という意味を表す。古典アラ
ビァ語において、属格複含語が主格のとき、それを構成するはじめの語の格母音は霊格母音の
／副であり、また、属格複合語が一般的にとりあげられて全体が発音される際も、はじめの語の
格骨音は主格母音の1u1で発音されるから、この複合語において、はじめの語d蚕rのあとのu
の音は主格母音1u／の発音である。その名残がインドネシア語darussalam！darussalam／の中の
！u！の音である。煮典アラビア語において、太陽文字ではじまる語の前に定冠詞のalがつくと、
これらが続けて発音される際、alの111の音は次の太陽文字の音に岡化されるが、いまa1－
sal2mが続けて発音される際、　saiRmはSbという太陽文字ではじまるから、alの！1／の音は
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Sinの音の1s1に同化される。従ってassa臨nと発音される。いま、al・salamの前にdarとい
う語があって、これらが続けて発音される際は、alのはじめのハムザと母音1a／は発音が省略
されるから、またalの111の音はsalamの1s／の音に岡化されるから、全体はdarussalEmiと
発音される。最後の1の音はal－salR　nの属格母音1i／の発音である。この複合語が一般的にと
りあげられて全体が発音される際、al－salamの属格母音の1i／は発音が省略されることがある。
この複含語に語源をたどることができるインドネシア語のdarussalamには、賓典アラビア語の
発音の際におこる岡化（Assim三lation）の音形がとどめられている。古典アラビア語の複合語起
源の言葉の中にも、このような発音の際におこる岡化の音形がとどめられているものがあり、も
ともと古典アラビア語が実際発音される際の音形の特徴が明瞭に表れているのである。間化の音
形がとどめられているものには、ほかにsllaturrahim〈友愛〉、　kalimatusysyahadat〈信仰の告
白〉などがある。
　古典アラビア語の複合語起源の言葉の申には属格母音の名残がとどめられているものもある。
例えばidullitrl！idulfitri／〈断食あけの祭〉という器葉における最後の1i1の音がそうである1
この雷葉は次の古典アラビア語の複舎語に語源をたどることができる。
　　pai　te　‘ミdul鰍i〈断食あけの祭〉
　これはty‘三d〈祭〉と鋼li！r〈断食あけ〉に定冠詞のJl　alがついたμl　al・fitYとから成る
属格複合語である。al－fi！rは属格で、前の語の冤を修飾し、この複舎語は〈断食あけの祭〉と
いう意昧を表す。はじめの語冤のあとのUの音は主格簿音／u／の発音であり、その名残がイン
ドネシア語ldulfitrl／idu｝fitri1の中の／u1の音である。いまal・litrの前に冤という語があって、
これらが続けて発音される際は、alのはじめのハムザと母音！a！は発音が省略されるから、冠
の主格母音／u／はalの111の音に続けられる。この複合語においてal・恥rは属格なので、
‘idttlfitriの最後のiの音は属格母音／i1の発音である。この属格母音／11の音の名残がインドネ
シア語idulfitriにとどめられているのである。
　このように、畜典アラビア語の複合語起源の言葉の中にも古典アラビア語の格母音の名残が見
られるのである。それらの語中に豊格母音／U／の名残がとどめられており、語末にも属格母音
／i1の名残がとどめられているものもある。とりわけ、語中に主格母音1u1の名残がとどめられ
ているものがかなり多く見られる。更にいくつかの例を見よう。まずインドネシア語をあげ、そ
の次にその語源の古典アラビア語をあげてその構成について述べる。
　（a）ahlulkitab　！ahlulkltab／〈聖書の人々〉
　ギ凶1測　ahlulkitabi〈聖書の人々（キヲスト教徒とユダヤ教徒）〉
　この古典アラビア語は測ahl〈メンバー〉と甲♂kitfib〈本〉に定冠詞のJl　alがついた
り凶ial・kit5b〈コーラン；聖書〉とから成る属格複合語である。
　（b）baitulmal／baitttlmal1〈宝庫＞
　」田翰　baitulmali〈宝簿〉
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　この古典アラビア語は向bait〈家〉とJU　mai〈財産〉に定冠詞のJl　alがついたJUI
al・malとから成る属格複合語である。
　（c＞darulbaka／darttlbaka／〈来世〉
　β国しb　　（美護rulbaqa’i〈来世〉
　この古典アラビア語はノbdar〈地〉と幽baqa’〈永続、永久〉に定冠調のJi　alがっいた
・国la1－baφ’とから成る属格複合語である。baqa’は詠baqiya〈続く〉という動詞から派生す
る動名詞である。尚、この複合語が一般的にとりあげられて全体が発音される際は、al－baq蚕’の
属格母音β／は発音が省略されることがあるが、このときbaqa’のハムザの音（声門閉鎖音）も
発音が憲略され、全体はdarulbaqaと発音される。一般にMa’（アリフ・マムドゥーダ）で
おわる語の語末母音の発音が省略される場合、ハムザの音も共に発音が省略されるからである。
この複合語のbaqa’はアリフ・マムドゥーダでおわっている。
　（d）　　darulfana！darulfana！　〈現世二〉
　二UkS㌧1）　　darulfa臓≡｝’三〈現世〉
　この古典アラビァ語は」bdar〈地〉と鵡fana’〈消滅〉に定冠詞のJl　a1がついた・U．Ul
al－fanざとから成る属格複合語である。faRa’は♂fanlya〈消滅する〉という動詞から派生する
動名詞である。尚、al－fana’の属格母音1i／の発音が省略される場合は、fana’のハムザの音｛、発
音が省略される。fan5’もアリフ・マムドゥーダでおわっているからである。
　（e＞　　卜ak疑lyakin！hakulyakin！〈石窪信〉
　醒i♪りa鴫ulya⑪i〈確信〉
　この古典アラビア語は♪￥aqq〈真実；権利〉と融ya⑰〈確信〉に定冠詞のJl　alがっ
いた副lal－ya⑳とから成る属格複合語である。
　（f）rasulullah！rasulullah／〈神の使者（マホメット）〉
　ふ｝　Je．．　rasit｝ulllthi〈神の使者（マホメット）〉
　この古典アラビア語はJy」rasal〈使者〉とふallahとから成る属格複合語である。
　（g）sal（ratulmaut／sakratulmaut1〈死の苦しみ〉
　曝i凶sakratulmauti〈死の苦しみ〉
　この古典アラビァ語はa＞k　sakra〈陶酔〉とOy　maut〈死〉に定冠詞のJl　alがついた賜l
a1・mautとから成る属格複合語である。maut　eg　¢，u　mata〈死ぬ〉という動詞から派生する動
名詞である。
お　わ　り　に
　インドネシァ語のアラビア語起源の雷葉の中には古典アラビア語（正則アラビア語）の格母音
の名残がとどめられているものがある。吉典アラビァ語の霊格、対格、属格を表す格母音の名残
が文、句、複合語起源の霧葉の中にとどめられているのである。
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　インドネシア語に見られるアラビア語起源の言葉は、それがアラビア語起源であることが明ら
かであっても、古典アラビア語からのものか、あるいは口語のアラビア語方書からのものか、い
ずれか定めることは難しい。例えば、インドネシア語had圭押hadir1〈出席している〉は、もと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
もとアラビア語の能動分詞が起源である。古典アラビア語において、沖加尋ara〈出席する〉
という動詞から派生する能動分詞がノし埴醜〈出席している〉であるが、目語のアラビア語
方言にもこれに対応する能動分詞の語が存在する。従って、インドネシア語のhadirという語は
アラビア語起源であることが明瞭であっても、古典アラビア語からのものか、目語のアラビア語
方言からのものか、いずれか定めることは困難である。しかしながら、格母音（Case　EBding）
は口語のアラビア語方露にはないといわれる。そうすると、インドネシア語のアラビア語起源の
言葉の中にこの格母音の名残がとどめられているものは、古典アラビア語起源のものであると言
えるであろう。
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